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解析した結果，格子間原子の移動活性化エネルギーとして O.04eV(O.1geV)in Au , O.05eV(O.18 












およびアルミニウムについて実験がおこなわれ，その解析の結果1.72eV in Au, 1.22eV in Al が
得られた。
論文の審査結果の要旨
超高圧電子顕微鏡法は電子照射損傷により構造変化を引起すと同時に，その構造変化を動的に観察
できる有力な新しい研究手法である。本論文はこの特徴を十分に活用し，広範な実験条件下での多種
の金属の照射損傷を観察し，導入される欠陥構造の系統的分類を行った最初のものである。また従来
極めて困難とされていた電子顕微鏡による定量的実験方法を確立し，各金属での点欠陥の基礎的性質
を導出することに成功している。
低温での格子間原子集合体の核形成の温度依存から格子関原子の移動の活性化エネルギーを，高温
での転位ループの成長の温度依存から原子空孔の移動度を，格子間原子集合体の焼鈍による消滅過程
から自己拡散エネルギーを，それぞれ測定することに成功している。また点欠陥の電子照射励起拡散
の新しい効果を発見し その解析から非熱活性化拡散の性質を明らかにしている。
本論文は定量超高圧電子顕微鏡法を確立し，それを応用して従来困難を極めてきた多種の金属での
点欠陥の性質の解明を行ったlもので 博士論文として価値あるものと認められる。
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